
府中市の環境の歴史

昭和　２９年　（１９５４）

　　　　３５年　（１９６０）

　　　　３６年　（１９６１）

　　　　４４年　（１９６９）

　　　　４５年　（１９７０）

　　　　４６年　（１９７１）

　　　　４７年　（１９７２）

　　　　４８年　（１９７３）

　　　　４９年　（１９７４）

　　　　５１年　（１９７６）

　　　　５５年　（１９８０）

　　　　５７年　（１９８２）

　　　　５８年　（１９８３）

　　　　５９年　（１９８４）

　　　　６０年　（１９８５）

平成　２年　（１９９０）

府中市制施行

新市庁舎完成

ラジオ・テレビ雑音防止協力会を設置

衛生課公害係を設置

衛生課から環境整備課に名称変更

市内で光化学スモッグ被害が初めて発生する

東京都公害防止条例が委任される

市内大工場（6企業）と公害防止協定を締結

市内の産米中にカドミウムを検出

府中保健所がカドミウム住民検診を実施

府中市公害対策本部要綱を制定

水質分析室を設置

大気汚染測定車による測定開始

「府中市自然環境の保全および育成に関する条例」制定

「府中市中高層建築物に関する指導要綱」制定

「府中市開発行為に関する指導要綱」制定

「府中市公害防止資金融資措置要綱」制定

府中市に東京都の大気監視測定局を設置

「府中市公害防止要綱」制定

府中市が引き続きカドミウム住民検診を実施

環境整備課から自然環境課に名称変更

第1回多摩川清掃市民運動始まる

第1回府中をきれいにする市民運動始まる

公共施設での有リン洗剤を使用中止

市内水道用井戸からトリクロロエチレンを検出

自然環境課から環境保全課に名称変更

市内事業所（26か所）と環境保全協定を締結

四谷小、第八中でイネ科の植物による花粉症が発生

デポジット・リファイル・システムの導入

大気汚染測定車を購入

押立町、武蔵台に大気汚染測定局を設置

「建築物等の工事に伴うアスベスト飛散防止対策指導要綱」

制定に伴い、市に委託される

市民による酸性雨調査を実施
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　　平成　３年　（１９９１） 教育センターに酸性雨自動測定機を設置

東京農工大学と酸性雨共同研究を実施

東京都より大気汚染同時通報受信装置37台を移管される

大気汚染同時通報受信装置15台を購入

　　　　　４年　（１９９２） 四谷に大気汚染測定局を設置

第1回ラブリバー多摩川実施

飼い犬、飼い猫の去勢、不妊手術費の一部助成制度施行

　　　　　５年　（１９９３） 朝日町に大気汚染測定局を設置

雨水浸透施設70基を市内に設置

　　　　　６年　（１９９４） 雨水浸透施設88基を市内に設置

地下水のばっ気処理装置を設置し浄化開始

　　　　　７年　（１９９５） 雨水浸透施設設置助成制度開始

　　　　１１年　（１９９９） 「府中市環境基本条例」制定

府中市環境審議会設置

大気汚染測定車を購入

　　　　１２年　（２０００） 府中市環境基本計画素案検討会設置

　　　　１３年　（２００１） 府中市職員エコ・アクションプラン策定

　　　　１４年　（２００２） ISO14001の認証の取得（府中市役所本庁舎、

府中駅北第２庁舎、府中市立中央図書館）

　　　　１５年　（２００３） 府中市環境基本計画策定

「府中市まちの環境美化条例」制定

　　　　１６年　（２００４） 府中市環境行動指針策定

　　　　１７年　（２００５） ISO14001の認証を更新

府中市エコハウス設備設置助成制度開始

（同時に、雨水浸透施設設置助成交付要綱廃止）

　　　　１８年　（２００６） 第１回「府中環境フェスタ」の実施

府中市環境推進協議会設置

　　　　１９年　（２００７） 「リサイクル＆環境フェスタ」（第２回環境フェスタ）の実施

２０年　（２００８） 環境保全課から環境政策課に名称変更

お瀧湧水復活事業で、雨水浸透施設１０９基を市内に設置（公園に８基）

西府駅公衆トイレ設置
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